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社長挨拶
いまさら聞けない！「SDGs」ってなんだ？

「廃車」「売却」だけじゃない 使用済自動車 第３の選択肢

セキュリティ強化&コミュニケーション活性化 本社改装でパワーアップ

ブログでご紹介いただきました
気分は水戸黄門御一行？水戸を漫遊 水戸黄門漫遊マラソンに参加
ヨシナシゴト～徒然なるままに～「常陸国風土記 久慈の郡（2）」
鉄スクラップ相場
教えてレポじい！～ SDGs 編～ / カーレポギャラリー 木像の大黒天
脳トレの時間

元旦、 6 時 49 分。
水平線にはあいにくの雲。予定時刻を 5 分を過ぎたころ、ご来光を拝む事ができました。
この写真は 2019 年の初日の出です。

ACCESS▶ 湊公園 
ひたちなか市湊中央 1-1（カーレポひたちなか工場から 15 分）

PHOTO1▶ 初日の出

茅輪くぐりとは、神社内に茅
ちがや

という草で編んだ輪を作り、これを8の字狀に3回くぐることで厄を祓い、無病息災を祈

願する儀式の事です。

毎年 6 月に行われる「夏
な ご し

越の祓
はらえ

」で、行う事が一般的ですが、一部の神社ではこのように年越にも行われています。

ACCESS▶ 橿
かしはら

原神宮  
ひたちなか市富士ノ上２の１（カーレポひたちなか工場より車で 10 分）

PHOTO2▶茅輪くぐり

撮影と文  ELV 事業部  渡邉貴宣
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今年も
よろしく
お願い

します！



＊
１  

グ
レ
タ
・
エ
ル
ン
マ
ン
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ

                           

（
２
０
０
３
年
１
月
３
日
―

）

…
…
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
。
主
に
地

球
温
暖
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
リ
ス
ク
を

訴
え
て
い
る
。
２
０
１
９
年
に
は
、
国
際
女
性

デ
ー
を
記
念
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
最
も
重
要

な
女
性
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
同
年
９
月
に
開

か
れ
た
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
で
の
ス
ピ
ー

チ
が
世
界
的
に
話
題
を
呼
ん
だ
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
の
２
０
１
９
年
は
、
日
本
が
豪
雨
・
台

風
・
地
震
な
ど
様
々
な
自
然
災
害
の
猛
威
に
見

舞
わ
れ
た
悲
し
い
年
で
あ
る
一
方
で
、
ラ
グ

ビ
ー
の
日
本
代
表
が
ベ
ス
ト
８
入
り
を
果
た
し

た
り
、
女
子
ゴ
ル
フ
の
渋
野
日
向
子
選
手
が
全

英
制
覇
す
る
な
ど
、
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
作
り

上
げ
た
感
動
的
な
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

「
今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
だ
ろ
う
」

人
は
、
そ
の
期
待
を
受
け
身
で
捉
え
が
ち
に
な

り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
よ

う
な
「『
こ
う
し
た
い
』
と
心
に
決
め
、
主
体

的
に
行
動
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
人
」
に
多
く
の

感
動
が
生
ま
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
私
は
、

カ
ー
レ
ポ
と
い
う
会
社
を
「
次
世
代
に
と
っ
て

“
今
”
必
要
な
会
社
」
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

37
歳
で
父
か
ら
跡
を
任
さ
れ
、
２
０
１
９
年
６

月
に
社
長
就
任
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

は
、次
の
10
年
を
創
る
元
年
と
考
え
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
へ

　

さ
て
、
気
候
変
動
に
関
す
る
問
題
が
近
年

益
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
で

す
が
、
グ＊
１
レ
タ
氏
の
よ
う
な
若
者
に
、
大
人
の

役
目
を
問
わ
せ
る
時
代
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
脱
炭
素
時
代
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

も
、私
た
ち
世
代
の
役
割
や
価
値
を
再
定
義
し
、

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
い
う
循
環

す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
や
企
業
が
所
有
す
る
自

動
車
は
資
源
の
塊
で
あ
り
、
人
類
が
持
つ
技
術

の
結
晶
に
よ
っ
て
形
を
変
え
、
地
下
か
ら
地
上

へ
出
現
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
自
動
車
か
ら

始
め
る
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
の
考
え
を
「『
も
う
乗
ら
な
い
』
と
な
っ

た
自
動
車
は
、
も
は
や
自
動
車
で
は
な
く
鉄
や

非
鉄
資
源
の
塊
な
の
だ
！
」
と
セ
ッ
ト
す
る
こ

と
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
そ
し
て
、
地
球
が
吸
収

で
き
る
量
の
倍
以
上
の
C
O２
が
排
出
さ
れ
て

い
る
現
代
に
お
い
て
、
先
進
国
社
会
は
自
動
車

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
地
上
資
源
を
も
っ
と
活

用
し
、更
な
る
品
質
と
技
術
の
発
展
へ
と
導
き
、

製
品
の
長
寿
命
化
へ
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
責
務
を

益
々
課
し
、
脱
炭
素
社
会
構
築
に
貢
献
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

カ
ー
レ
ポ
の
取
り
組
み　

　

弊
社
は
自
動
車
の
長
寿
命
化
に
必
要
な
「
品

質
管
理
」
を
得
意
と
し
て
お
り
、
昨
年
、
屋
外

モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
単
独
で
倉
庫
業
許
可
を
取
得

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
動
車
製
品
の
保

管
と
品
質
管
理
を
並
行
す
る
器
量
を
備
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
か
ら
発
生

す
る
地
上
資
源
の
対
メ
ー
カ
ー
供
給
を
可
能
に

す
る
「
都
市
鉱
山
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
独

自
開
発
に
着
手
し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
循
環
経
済
を
推
し
進

め
る
た
め
に
“
今
”
必
要
な
企
業
」
と
し
て
貢

献
し
続
け
る
た
め
の
準
備
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）

　

×
デ
ジ
タ
ル
＝
使
用
済
み
か
ら
再
生

　
　

さ
れ
る
無
為
自
然
な
ス
マ
ー
ト
社
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

人
口
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
地
球
環
境
に

お
い
て
も
尚
、
大
自
然
と
調
和
の
と
れ
る
社
会

づ
く
り
へ
の
ご
理
解
と
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「SDGs」ってなんだ？
　SDGs は、2015年国連サミットで加盟国 193ヵ国の総意で
採択された、世界が 2030 年までに達成すべき持続可能な開
発目標のことです。【地球上の誰一人として取り残さない】を
スローガンに、「17の目

ゴ ー ル

標」（左図）と、それらを達成するた
めの「169 のターゲット」（対策と細分化された目標）を掲げ
ています。日本政府はもちろん、今や多くの日本企業も賛同し、
行動しています。私たちの生活からは遠い存在に感じる、と
いう人もいるかもしれません。しかし、先ほど挙げたターゲッ
トの中には、「一人当たりの食品廃棄を半減させる」「育児や

介護、家事という家庭内の無報酬労働を認識し、責任を分担
する」など、日常生活でも取り組めるものも多くあります。
　カーレポも、SDGs に繋がる事業を行っています。前回（10
月1日発行）のカーレポートでも紹介した、精緻な自動車再資
源化を実現し地上資源を活用していくことは、廃棄物と CO2
の発生を削減することに繋がります。このことは、「17 の目標」
のうち７・11・12・13 ～ 15 への貢献になると考えています。
　みんなが生きやすい地球を目指して、私たち一人一人が小
さなことから始めてみませんか。

世界が2030年までに達成すべき持続可能な開発目標のこと

いまさら聞けない！



10 月 30 日締結式を行いました。式の
様子と取り組みについて茨城新聞と読
売新聞 茨城県版に掲載されました。
＜写真＞（一社）日本カーシェアリング協
会 石渡賢大さん（写真右）、当社 内部統
制室 鈴木係長（写真左）。

▲所有者のご主人（中央）と記念撮影

（一社）日本カーシェアリング協会は、寄付車を

活用した被災地支援など、社会貢献事業を行っ

ている一般社団法人。寄付された車は、免許返

納後の高齢者など交通に不便がある人々を減

らす取り組みや、災害支援 NPO 法人への車の

貸し出しなどに活用。今までに約

400台の寄付車が集まっている。

「車を寄付したい！」と思ったら

公式ホームページ
https://www.japan-csa.org/

　・状態が悪い
　・車検切れ 等

活用が難しい車
カーレポが
引き取り

解体・リサイクル

「
寄
付
す
る
」
選
択
肢
　

　

も
う
使
わ
な
い
自
動
車
。「
寄
付
」

を
す
る
こ
と
で
、困
っ
て
い
る
人
の
手

助
け
が
で
き
ま
す
。

　

10
月
30
日
、一
般
社
団
法
人
日
本

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
協
会
様
（
以
下 

協
会
）
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
協

会
は
、寄
付
さ
れ
た
車
を
、
被
災
地

や
車
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
の
為
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
手
を

加
え
ず
に
活
用
す
る
事
が
難
し
い
車

は
、
寄
付
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
締
結
で
は
、

そ
ん
な
車
を
カ
ー
レ
ポ
が
引
き
取
る

こ
と
で
困
っ
て
い
る
人
の
手
助
け
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
買
取
金
は
、支

援
活
動
資
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
、
被

災
地
な
ど
で
活
躍
す
る
車
の
維
持
費

な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
解
体
さ
れ

た
車
は
、
再
資
源
化
さ
れ
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
ま
す
。
協
会
の
石
渡
さ
ん
（
上

の
写
真
右
）は
、「
誰
か
の
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
人
は
思
っ
て
い
る
よ
り
も

多
く
、
そ
の
人
た
ち
の
気
持
ち
に
一

層
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
嬉
し
い
」

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
は
も
う
使
わ
な
い
車
で
、
社

会
貢
献
が
で
き
る
。
た
だ
「
廃
車
」

ま
た
は
「
売
却
」
す
る
の
は
、
も
っ
た

い
な
い
時
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

寄付したいです

今までは

こ
れ
か
ら
は

お断りするしか
なかった

環境に
優しい

適正処理

被災地などで車を失い
困っている人々の
支援活動資金に

再資源化
新しい物へと
生まれ変わり
ます

役に立てて
　 よかった

引
き
揚
げ
に
初
密
着
！

　

去
る
11
月
30
日
。
活
用
が
難
し
い
寄
付

車
の
引
き
揚
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
同
行

し
た
小
林
さ
ん
は
「
１
９
９
７
年
式
の

不
動
車
だ
っ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
き

れ
い
な
状
態
で
し
た
。
お
話
を
伺
っ
た

と
こ
ろ
、『
時
々
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
て
い

た
ん
だ
』
と
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
大

切
に
さ
れ
て
い
た
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
大
切
な
お
車
を
寄
付
し
て
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

買
取
金
は

パ
ー
ツ
は

☎0225-22-1453
（一社）日本カーシェアリング協会

まで 

「
廃
車
」「
売
却
」だ
け
じ
ゃ
な
い

使
用
済
自
動
車 

第
３
の
選
択
肢



セキュリティ強化
コミュニケーション活性化
 本社改装でパワーアップ

　

カ
ー
レ
ポ
本
社
は
半
年
を
か

け
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
と
業
務

効
率
U
P
を
実
現
し
た
オ
フ
ィ

ス
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
効
果
に
つ
い
て
、
改
装
前
の
本
社
に
詳
し
い

草
野
次
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
改
装
後
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
改
善
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
か
。

草
野
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
は
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク

の
導
入
で
安
心
か
つ
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
以
前

は
鍵
の
管
理
者
が
い
な
い
と
対
応
が
出
来
な
い
場

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
に
よ
り
効

率
化
さ
れ
、
鍵
の
紛
失
も
な
い
の
で
個
人
の
負
担

軽
減
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
繋
が
っ
た
と
思
い

ま
す
」

―
―
他
に
変
化
し
た
部
分
は
あ
り
ま
す
か
。

草
野
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
実
感

し
て
い
ま
す
。フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
な
っ
た
こ
と
で
、

色
々
な
社
員
と
話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

以
前
は
重
要
な
会
議
も
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
も

会
議
室
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、4
階
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
、
気

軽
に
打
ち
合
わ
せ
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
は
大
切
な
変

化
で
す
ね
。
社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
お
客
様
に
も
ご

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
来
社
の
際
は
、

ぜ
ひ
コ
ー
ヒ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
♪

執務室

1. ナチュラルで落ち着く色使い。固
定席とフリーアドレス席の使い分
けで効率 UP ！ 2. 鍵付きパーソナル
ロッカー導入

2F

社長室

シックで上品な明るい雰囲気のオ
フィスになりました。

3F

1

2

コミュニケーションルーム
＆会議室

1. コミュニケーションルーム。コー
ヒーサーバーを導入！2. 会議室。フ
ロアを壁で仕切りました。用途によ
り雰囲気をガラリと変えています！

4F

1

2

2

　10 月 27 日、 第 4 回水戸黄門漫遊マラソン大会が開
催されました。カーレポからは、「フルマラソン」と

「5km」に参加する社員が！会場では応援の和太鼓が響
きわたり、お祭り気分でした♪

気分は 

水戸黄門御一行？ 

水戸を漫遊
水戸黄門漫遊マラソン

に参加

　昨年 8月24日開催の「リサ
イくるまつり」に、誉

ほんだようとくえん

田養徳園
の子どもたちが遊びに来て
くれました！また、同園の
ブログでも取り上げていた
だいたのでご紹介いたしま
す。らくがきコーナーやゲー
ム、解体ショーも、楽しん
でいただけたようで、嬉し
く思います♪また来年もいら
してくださいね。ありがとう
ございました！ (*^^*)

Thank You
ブログで
ご紹介

いただきました

総務課次長 草野満

「誉田養徳園のブログ」
https://ameblo.jp/youtokuen/

誉田養徳園は、茨城県常陸太田市
にある児童養護施設です。ブログ
では、活動内容やイベントを紹介。
遠足などで楽しむ子どもたちの様
子にほのぼのします♪



鉄スクラップ相場 　中国の粗鋼生産減少
＊ 1

、トルコ向けのアメリカ鉄ス
クラップ及びロシア鉄鋼メーカーによるビレット輸
出価格の上昇により、日本から海外への輸出価格も
上昇し、国内のスクラップ相場は２週連続で上昇し
ました。しかし需要そのものが高まっているわけで
はなく、米中貿易摩擦・自然災害・原料高／製品安
などの影響により、製造業の減速が国内にも表れ、
建機・産機など建築関連の需要が低くなっているよ
うです。過去の鉄スクラップ相場の推移を見ますと、
現在の低迷している状態から再び山を迎えるのは２
～３年後かもしれません。
＊1… 米中貿易摩擦などにより国内製造業活動水準低下を危惧し

　　  た、中央政府の環境規制緩和による影響と思われる。
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的
に
徴
収
す
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と
。

K . A k a s u

（写真上）パワースポット岩石 

（写真右）久慈郡の中心地、阿
あ ぶ く ま

武隈山系、太田城址の全景



脳トレ 　　の時間

　大黒天の木像を、すべて色鉛筆で

描きました。通常、白い部分は紙の

色を活かし塗らないのが一般的です

が、木のつやを表現するため、木像の

色を塗った上から白の色鉛筆で力強く

塗りました。塗った色を潰しながら削

り取る感じです。そんな感じで塗って

いると、白と茶の境目が密度の高いな

だらかなグラデーションになるのです。 

専門学生最後の年、デッサンの課題で

描きました。
　　　　　　　　　作　井 坂 知 可

CarepoGallery
カーレポギャラリー

木像の大黒天

タテのカギ
2 光などが折れ曲がる事。
3 店等の場所を変える事。引っこし。
4 人力のかわりに機械を使うこと。
6 体を動かそうとすること。
 　「○○○○がとれない」
7 馬が引く、人や荷物を運ぶための車。
9 水田に稲の苗を植えること。
11わからないことをたずねること。

ヨコのカギ
1 弱い立場にある者を圧迫し、ひどく
   苦しめること。
5 手のあか。手で触ったからついた汚れ。
6 店先で客の応対・商品の見張りを
　すること。また、その人。
8 うつしとった文書や絵。コピー。
9 鷲より少し小さく、鋭い爪と曲がっ
　たくちばしを持った鳥。
10 政党政治で、政権を担当していない
　政党。
12物事の構造・内容・仕組みなどの大きさ。
13 英語で「はい」など肯定の言葉。 ※ SDGs の理念（スローガン）

ご意⾒・
ご要望も

お待ちして
おります。

Twitter
@CaRepoPR

LINE
@592vngcm

Facebook
@carepo.jp

公式 SNS
情報配信中！
よろしければ
フォローを♪

koho@
carepo.jp

（ブランドマネジメント室）　　

カーレポ株式会社
〒 310-0801　水戸市桜川一丁目 8 番 29 号
TEL：029-300-2525　FAX：029-300-2424

自動車買取・販売、自動車整備、カーディテイル
〒 310-0826　茨城県水戸市渋井町 588-9
TEL：0120-223-960　FAX：029-291-3338

水戸店

自動車買取
〒 305-0853　茨城県つくば市榎戸 433-7
TEL：029-875-8035　FAX：029-875-8036

つくば店

ひたちなか工場 自動車買取、リユース・リビルト部品販売
〒312-0005　茨城県ひたちなか市新光町552-55
自動車買取　　TEL：0120-577-814
部品販売（直通）TEL：029-219-8555　FAX：029-219-8557

店舗のご案内

企業サイト
https://www.carepo.jp/

TEL0120-223-960
レポってね♪

廃車・買取・査定

買取専門
サイト

答えは
右下に…

一緒に
脳トレをしよう

ではないか

脳トレの時間の答え合わせをしよう。
どのくらい解けたかな？


